































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3)藤田省三『転向の思想史的研究』岩波， p.16， p.126参照。ここで藤田氏は， 具体的問一物を持
ち寄るとしづ仕方でしか平等を意識できぬ「持ち寄り」民主主義と， r理念的・分業的」民主主義
(分業に基づく協業関係の貫徹により，計算と探究の果てに発見される等価交換基準により成立す
38 立教経済学研究第43巻第1号 1989年
る〕の対比において，日本のデモクラシーの特質が単なる平等主義にすぎぬことを鋭く指摘してい
る。
4)混合流通システムについては， 佐伯尚美『米流通システム~システムとしての食管制度~~， 東
大出版会1986年，第2編を見よ。
5)象徴の認識的用法と情動的用法の，バランスのとれた統一は，現代組J織としての農協の生きる唯
一の方途であり，ここに示したごとき認識的用法の欠如の原因は，農協が下部組織として「むら」
集落を丸抱えしたことにある。石田雄『現代組織論~ p.22-26を参照されたい。
6) ["クeアエク」については，小倉武一『臼本農業は生き残れるか』中p.309.なお「農業協同組合J
誌1989.1.飯坂滋「ヨーロッパにおける共同農業の現状」第3回を参照されたい。
7) [""マシーネンリンク」については，梶井功著作集第3巻p.243以下。
8)石田，前掲p.7
